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1. 2023年3月期第3四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 63,104 5.5 1,397 △58.5 3,171 △32.9 3,680 △20.2

2022年3月期第3四半期 59,794 5.9 3,366 67.9 4,728 18.2 4,610 △37.8

（注）包括利益 2023年3月期第3四半期　　2,366百万円 （△47.1％） 2022年3月期第3四半期　　4,475百万円 （△35.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第3四半期 307.37 306.27

2022年3月期第3四半期 344.73 343.38

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 124,560 78,156 57.6

2022年3月期 125,430 78,562 57.5

（参考）自己資本 2023年3月期第3四半期 71,778百万円 2022年3月期 72,129百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 50.00 ― 70.00 120.00

2023年3月期 ― 50.00 ―

2023年3月期（予想） 50.00 100.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 87,000 7.8 1,600 △62.2 4,000 △30.2 3,900 △25.7 324.57

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 有

③会計上の見積りの変更 ： 有

④修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料８ページ「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）及び（会計上の見
積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）」をご覧下さい。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期3Q 13,300,000 株 2022年3月期 14,900,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期3Q 1,405,367 株 2022年3月期 2,635,724 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期3Q 11,975,423 株 2022年3月期3Q 13,373,768 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提条件に基づいており

、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件およ

び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご覧下さい。



１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 6

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 8

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） ………………………………………… 8

（追加情報） ………………………………………………………………………………………………………… 8

（四半期連結損益計算書関係） …………………………………………………………………………………… 8

（セグメント情報） ………………………………………………………………………………………………… 9

○添付資料の目次

- 1 -

特種東海製紙㈱（3708）2023年３月期 第３四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、急激な為替相場の変動や原燃料価格の

高騰、地政学リスクの長期化など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　このような状況の中、当社グループは、基盤事業の強化、および資源の再活用や脱プラスチックなどの社会的要

請も背景にした成長施策を実施し、当社グループのもつオンリーワンの品質と技術を活かした新製品開発、更には

製紙以外の新たな事業領域に取り組んで参りました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は63,104百万円（前年同期比5.5％増）、営業利益は

1,397百万円（前年同期比58.5％減）、経常利益は3,171百万円（前年同期比32.9％減）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は3,680百万円（前年同期比20.2％減）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　なお、前第４四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較につい

ては、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較分析しております。

①産業素材事業

　主力製品である段ボール原紙およびクラフト紙につきましては、日本東海インダストリアルペーパーサプライ株

式会社を通じて販売が堅調に推移しました。一方、2022年９月に発生した台風15号の影響により赤松水力発電所の

運転が停止したことで、電力販売による売上および利益は前年同期を下回りました。

　この結果、当セグメントの売上高は32,578百万円（前年同期比11.9％増）、営業利益は509百万円（前年同期比

39.5％減）となりました。

②特殊素材事業

　特殊印刷用紙につきましては、原燃料価格の上昇を販売価格に転嫁しつつあることに加え、パッケージ用途の需

要回復に伴い販売が堅調に推移したことなどにより、売上が前年同期を上回りました。他方、特殊機能紙につきま

しては、引き続き価格改定を進め販売単価は上昇傾向にありますが、電子化や取引先の生産調整に伴う海外向け一

部製品需要の低下などにより、売上が前年同期を下回りました。原価面につきましては、徹底した原価低減に取り

組みましたが、パルプ・燃料などの価格高騰の影響を受け利益は前年同期を下回りました。

　この結果、当セグメントの売上高は15,416百万円（前年同期比2.9％減）、営業利益は701百万円（前年同期比

64.3％減）となりました。

③生活商品事業

　ペーパータオルにつきましては、前年同期並みの売上となりました。ラミネート等の加工品につきましては、製

紙用ワンプ需要の低下などで販売数量が前年同期を下回ったものの、販売価格の改定により前年同期並みの売上と

なりました。トイレットペーパーにつきましては、業務用の回復により販売数量が前年同期を上回ったことに加

え、価格改定に取り組んでいることで、売上は前年同期を上回りました。

　しかしながら利益面につきましては、生活商品事業全般において原燃料価格の高騰などにより減益となりまし

た。

　この結果、当セグメントの売上高は13,194百万円（前年同期比2.7％増）、営業利益は13百万円（前年同期比

97.8％減）となりました。

④環境関連事業

　自然環境活用分野につきましては、土木・建築設備工事の完成高が前年同期を上回ったことなどにより増収とな

りました。また、資源再活用分野につきましては、産業廃棄物処理業が堅調に推移しました。

　この結果、当セグメントの売上高は6,211百万円（前年同期比10.5％増）、営業利益は71百万円（前年同期は営

業損失151百万円）となりました。

- 2 -

特種東海製紙㈱（3708）2023年３月期 第３四半期決算短信



（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、124,560百万円となり、前連結会計年度末に比べて869百万円の減少と

なりました。主な要因は、投資有価証券の減少によるものであります。

　負債は、46,404百万円となり、前連結会計年度末に比べて463百万円の減少となりました。主な要因は、未払法

人税等の減少によるものであります。

　純資産は、78,156百万円となり、前連結会計年度末に比べて406百万円の減少となりました。主な要因は、その

他有価証券評価差額金の減少によるものであります。自己資本比率は57.6％となり、前連結会計年度末に比べて

0.1ポイント増加しました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第３四半期累計期間の業績動向等を踏まえ、2022年11月14日に公表いたしました通期業績予想を上方へ修正し

ております。詳細につきましては本日別途公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くださ

い。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,058 9,798

受取手形、売掛金及び契約資産 26,280 29,008

商品及び製品 4,189 4,692

仕掛品 772 1,049

原材料及び貯蔵品 5,437 6,564

その他 702 1,740

貸倒引当金 △17 △19

流動資産合計 49,423 52,835

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,067 16,503

機械装置及び運搬具（純額） 29,036 27,756

土地 11,288 11,207

その他（純額） 1,495 2,101

有形固定資産合計 58,888 57,569

無形固定資産

のれん 1,129 1,022

その他 359 300

無形固定資産合計 1,488 1,322

投資その他の資産

投資有価証券 13,939 10,618

繰延税金資産 593 1,027

その他 1,138 1,227

貸倒引当金 △41 △41

投資その他の資産合計 15,630 12,832

固定資産合計 76,006 71,724

資産合計 125,430 124,560

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,020 11,346

短期借入金 10,615 10,965

１年内返済予定の長期借入金 4,808 4,008

１年内償還予定の社債 70 70

未払法人税等 939 169

賞与引当金 437 235

その他 7,038 6,031

流動負債合計 34,930 32,827

固定負債

社債 350 297

長期借入金 8,949 10,511

繰延税金負債 516 496

役員退職慰労引当金 79 69

環境対策引当金 50 52

退職給付に係る負債 1,270 1,281

資産除去債務 648 596

その他 73 269

固定負債合計 11,937 13,576

負債合計 46,867 46,404

純資産の部

株主資本

資本金 11,485 11,485

資本剰余金 10,922 5,502

利益剰余金 56,056 58,284

自己株式 △8,961 △4,754

株主資本合計 69,502 70,518

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,636 1,250

繰延ヘッジ損益 － △0

退職給付に係る調整累計額 △10 9

その他の包括利益累計額合計 2,626 1,259

新株予約権 164 129

非支配株主持分 6,268 6,248

純資産合計 78,562 78,156

負債純資産合計 125,430 124,560
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

売上高 59,794 63,104

売上原価 50,837 56,446

売上総利益 8,957 6,657

販売費及び一般管理費 5,590 5,260

営業利益 3,366 1,397

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 251 235

受取賃貸料 93 92

受取保険金 43 24

持分法による投資利益 963 1,415

その他 187 210

営業外収益合計 1,539 1,977

営業外費用

支払利息 103 100

支払手数料 32 45

その他 41 57

営業外費用合計 178 203

経常利益 4,728 3,171

特別利益

固定資産売却益 1,497 4

投資有価証券売却益 － 1,835

国庫補助金 84 －

抱合せ株式消滅差益 57 －

その他 4 －

特別利益合計 1,643 1,840

特別損失

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 91 90

減損損失 － 57

災害による損失 － 44

その他 9 －

特別損失合計 100 192

税金等調整前四半期純利益 6,270 4,819

法人税、住民税及び事業税 1,383 960

法人税等調整額 205 123

法人税等合計 1,589 1,084

四半期純利益 4,681 3,735

非支配株主に帰属する四半期純利益 71 54

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,610 3,680

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

四半期純利益 4,681 3,735

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △234 △1,385

繰延ヘッジ損益 △0 △0

退職給付に係る調整額 23 20

持分法適用会社に対する持分相当額 5 △2

その他の包括利益合計 △205 △1,368

四半期包括利益 4,475 2,366

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,404 2,314

非支配株主に係る四半期包括利益 70 52

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

- 7 -

特種東海製紙㈱（3708）2023年３月期 第３四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2022年２月21日開催の取締役会決議に基づき、自己株式385,500株の取得を行いました。また当社は、

2022年10月13日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,600,000株の消却を行いました。これらの結果、当第３

四半期連結累計期間において資本剰余金が5,412百万円減少、自己株式が4,153百万円減少し、当第３四半期連結会

計期間末において資本剰余金が5,502百万円、自己株式が4,754百万円となっております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用

することといたしました。この変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

従来、有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法は、機械装置については、特殊紙に関する設備は定

率法、その他は定額法、その他の有形固定資産は定率法（ただし、1998年４月１日以降取得した建物（建物附属設

備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）を採用しておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

これは、当連結会計年度における特殊素材事業の新製品の事業化を契機に、2023年４月１日より開始する次期中

期経営計画策定に向けて特殊紙に関する設備の使用実態及び当社グループの今後の設備投資の内容を検討した結

果、特殊紙に関する設備の生産高、稼働率等は長期安定的に推移していること、また、当社グループの今後の設備

投資は、二酸化炭素排出量などの環境へ配慮した、安定的・平準的に稼働する設備が中心となることが想定される

ことから、使用期間にわたって償却費を平均的に負担させることが、当社グループの経済的実体を合理的に反映し

期間損益計算をより適正に行うことができるものと判断したことによるものであります。

この変更に伴い、従来の方法と比較して、当第３四半期連結累計期間の営業利益が227百万円、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益が240百万円増加しております。

（追加情報）

2022年９月に発生した台風15号の影響により、当社が保有する水力発電所が被害に遭い、運転を停止しておりま

したが、2023年１月より運転を再開しております。

（四半期連結損益計算書関係）

（災害による損失）

2022年９月に発生した台風15号により被害を受けた当社の水力発電所における復旧費用、操業停止中の固定費等

であります。
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（単位：百万円）

産業素材
事業

特殊素材
事業

生活商品
事業

環境関連
事業

計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

売上高

外部顧客への

売上高
27,672 15,413 12,700 4,007 59,794 － 59,794

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

1,448 467 143 1,615 3,675 △3,675 －

計 29,121 15,881 12,843 5,622 63,469 △3,675 59,794

セグメント利益又

は損失（△）
842 1,966 606 △151 3,263 103 3,366

（単位：百万円）

産業素材
事業

特殊素材
事業

生活商品
事業

環境関連
事業

計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

売上高

外部顧客への

売上高
30,928 14,596 13,045 4,534 63,104 － 63,104

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

1,650 819 148 1,677 4,296 △4,296 －

計 32,578 15,416 13,194 6,211 67,400 △4,296 63,104

セグメント利益 509 701 13 71 1,296 101 1,397

（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去等に係る調整額です。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去等に係る調整額です。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

　　　前第４四半期連結会計期間より、従来研究開発活動として「調整額」に含めていた一部製品に係る製造費用に

ついて、2022年３月に本生産開始となったことに伴い、「特殊素材事業」に含めて計上しております。

　　　なお、当第３四半期連結累計期間の比較情報として開示した前第３四半期連結累計期間のセグメント情報につ

いては、変更後の報告セグメントにより作成しており、前連結会計年度に開示した第３四半期連結累計期間に係

る報告セグメントとの間に相違が見られます。

　　（有形固定資産の減価償却方法の変更）

　　　会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間よ

り、有形固定資産の減価償却方法を変更しております。この変更に伴い、従来の方法と比較して、当第３四半期

連結累計期間のセグメント利益は、「産業素材事業」で60百万円、「特殊素材事業」で165百万円、「生活商品

事業」で1百万円、「環境関連事業」で0百万円それぞれ増加しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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